
 26th Program  

 

第２６回京滋奈良ハートリズム研究会           平成 25年 2月 2日  

メルパルク京都 【６Ｆ会議室 Ｃ】 

■ 14：55       開会の辞  当番世話人：滋賀医科大学 循環器内科 芦原貴司 

 

■ 15：00～15：45 一般演題 ＜Ⅰ＞    ※一演題につき１5分（口述時間 10分/質疑応答 5分） 

座長 横田良司 ／【 近畿大学医学部奈良病院 】 

Ⅰ-A 「S/F AVNRTと His近傍の心房頻拍が同一頻拍内で往来したと考えられる 1例」 

高井病院 循環器科 

夏山謙次、山口和重、上田一也、山崎雅裕、久我由紀子、佐々木靖之、 

吉田尚弘、浅輪浩一郎、松久誠治、木戸淳道、上田 博、西田育功  

臨床工学技師 

古賀和也、井ノ上哲智、小川 聡、藤田雅樹 

 

Ⅰ-B 「肺静脈隔離後の心臓自律神経節アブレーションにて心房細動の持続短縮から停止が 

得られた発作性および持続性心房細動の 2症例」 

滋賀県立成人病センター 循環器内科 

張田健志、武田晋作、竹内雄三、関 純也、西尾壮示、犬塚康孝、 

岡田正治、羽田龍彦、小菅邦彦、池口 滋 

 

Ⅰ-C 「冠静脈洞入口部起源の心房細動に対しカテーテルアブレーションを施行した一例」 

天理よろづ相談所病院 循環器内科 

大西尚昭、貝谷和昭、天野雅史、羽山友規子、中島誠子、田巻庸道、 

三宅 誠、田村俊寛、近藤博和、本岡眞琴、泉 知里、中川義久 

 

■ 15：45～16：00休  憩 

 

■ 16：00～17：00一般演題 ＜Ⅱ＞ 

座長 伊藤英樹 ／【 滋賀医科大学 】 

Ⅱ-A 「心房期外収縮アブレーションにより洞不全症候群が顕在化しペースメーカー植え込み 

を必要とした一例」 

神戸市立医療センター中央市民病院 循環器内科 

佐々木康博、小堀敦志、吉澤尚志、村井亮介、糀谷泰彦、羽渓 健、 

井手裕也、豊田俊彬、岡田大司、金 基泰、北井 豪、江原夏彦、木下 愼、 

加地修一郎、谷 知子、古川 裕 



 

 

 

Ⅱ-B 「Single-coil から dual-coilへの変更で除細動閾値が低下したブルガダ症候群の一例」 

滋賀医科大学 呼吸循環器内科・不整脈センター 

澤山裕一、伊藤英樹、服部哲久、小澤友哉、山本 孝、杉本喜久、 

芦原貴司、伊藤 誠、堀江 稔 

 

Ⅱ-C 「左心系大動脈弁尖周囲起源（LVOT起源）の心室性期外収縮（PVC）/心室頻拍（VT）に 

対するアブレーションの際、mappingや治療戦略について検討を要する 2例」 

京都大学医学部附属病院 循環器内科 

八幡光彦、太田千尋、静田 聡、川治徹真、中井健太郎、後藤貢士、 

土井孝浩、牧山 武、木村 剛 

 

■ 16：45～17：00休  憩 

 

■ 17：00～18：00特別講演   

                       座長 芦原貴司 ／【 滋賀医科大学 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 18：00～20：00 情報交換会と機器メーカー展示会    

 

                 メルパルク京都 【６Ｆ会議室 Ｄ】 

 

 

『旋回興奮波から心房細動を診る、治す 

 －ヒツジ灌流心臓における光学マッピングによる検討－ 』 

 

名古屋大学環境医学研究所 心・血管分野 研究員 

 山﨑 正俊 先生 


